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はじめに 
 近年の外科系手術は、目視下での熟練した外科医の手に代わり、高画質画像

下でロボット補助による高度医療機器を用いるものに移り替わりつつある１）。医

学の登竜門として解剖学を学ぶ医学生のみならず、これらの高度な技術を身に

着ける医師にとり死体を用いた手技教育はその必要度が増している２）。さらにそ

の検査・治療で使う新しい医療機器の研究開発にはヒトでしか検証できない解

剖学的視点がある。特にヒトの関節領域における治療機器開発には動物のそれ

と大きく異なり、ヒト死体を用いる必要性が高い３）。 

 2012 年に日本外科学会・日本解剖学会からキャダバー・サージカル・トレー

ニング(CST)ガイドラインが出されてから、ガイドラインに添った CST が我が国

で始まり、年々活発化している。2018 年度には厚労省予算で継続性のある CST

事業として「実践的手術向上研修事業」14 大学（8,500 万円）及び新規に始め

る事業体へとして「医療施設等設備整備費補助金（サージカル）」19 大学（2億

円）の助成がなされた。今後は、これらの事業による教育効果の検証や透明性

の高い新規医療機器開発における産学連携の在り方が討議されるべきであろう。 

  先に著者らは、わが国で始まった CST の状況を欧米のそれとの比較を報告
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した（表１）。欧米諸国とは、死体を取り扱う文化的、法的背景が異なる点があ

る。一方、アジア、特に隣国、韓国ではわが国と背景が近いものがあると予想

される。本稿では、海外における CST の実情として韓国を取り上げ、先行文献

や大韓解剖学会の関係者への電話インタビューなどを通じて収集した情報をま

とめた研究成果を紹介する。 

  

調査方法 
 先行文献調査、大学および大韓解剖学会の関係者への電話インタビューをも
とに、韓国の遺体を用いた医学教育・研究について、最近の動向を分析した。
調査期間は、2018年10月〜2019年3月である。 
 
1）遺体の医学教育・研究利用に対する法的根拠と社会的背景の変化 
 2019 年現在、韓国大学には 40 の医学部 4)があり、基礎医学の科目とし解剖実
習は教育の一環として実施されている。その根拠となるのが「死体解剖及び保
存に関する法律（以下、「死体解剖法」とする）」である。 
 本法が制定された 1962 年 2 月当時は、経済的貧困期であったため、身元が確
認できない路上死亡者が多かった。また、韓国の「伝統的」な儒教的慣習が根
強く残っており、死体を毀損することをタブー視し、火葬を避け埋葬していた。
このような社会状況下で、医学研究のための解剖用遺体を確保することは困難
であったため、主に行旅病人や無縁故遺体に依存せざるを得なかった。そこで、
現実を反映した法的根拠を定める必要があったことから「死体解剖法」を制定
し、医科大学長の要請がある場合には、市長、郡守、区庁長は、受取人のいな
い死体を医科大学に交付できるようにした。 
 同法に基づき、韓国では 1980 年代後半までは、大学医学部に教育目的で提供
されていたのは、主に無縁故者遺体であった。 
 しかし、このような無縁故者の遺体提供は次第に減少した。その背景には、
次のような社会的要因があった。 
①1980 年代の韓国の高度経済発展に伴い国民の生活・保健をめぐる環境が向

上したことで、ホームレスが減少し、無縁故者の死亡が減った。 
②1980 年代の半ばから国民住民登録システムが電算化されるなど行政の電算

化が普及したことで、無縁故者の遺体が減った。 
③無縁故者の遺体の提供を巡って、後に遺族が現われトラブルになったケー

ス 5)や、無縁故者保護施設が死亡者の遺体を有償で大学に提供していたといった
事件 6)が生じたことにより、自治体の担当部署では、身元不明な遺体が発見され
たとしても仮埋葬や火葬を行い、大学医学部へ遺体を提供することを控えるよ
うになった 7,8)。 
 このような背景に加えて、1990 年代には、韓国内に医学部が増加したことで、
医学教育用の遺体はさらに不足して行った 9)。これを克服するために、各大学を
はじめ、宗教団体や市民団体が中心となり死後遺体の提供を呼びかけるキャン
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ペーンを繰り広げた 10,11)。このような運動は、「愛の臓器提供運動本部」や「新
しい生命臓器提供運動本部」など、臓器提供運動とともに拡散され、一般市民
の意識が変化しはじめ、死後の遺体提供の数は徐々に増えるようになった。 
 
２）法規定と同意の様式 
 韓国「死体解剖法」が定める、死体解剖の実施条件・資格要件、本人または
遺族の同意要件などについての規定は、日本の死体解剖保存法とほぼ同じ構
成・内容となっている。 
 同意書式はほとんどが各大学の用意した書式によっており、内容は包括的な
もので、外科研修利用について特化した同意は求められていないようである（表
２）。 
 
３）遺体利用の現状と課題 
 韓国の大学医学部に解剖用に提供された遺体数や解剖実施数の体系的な統計
はない。「死体解剖法」において提供された遺体数に関する記録・作成・管理
等について明文化されていない。また、遺族が遺体を提供したことを公にする
ことを望まないケースも多数あるため、各大学の関係者は、外部にその数を公
にすることを躊躇している。管理監督をしている政府保健福祉部（日本の厚労
省に該当）もその全体数を把握していない（このような現状を改善するため、
死体解剖法の改正案が 2018 年 4 月に提起されている）。 
 大韓解剖学会は、医学教育用に提供される遺体は、年平均約 400 体であり、
医師の研究用に提供される遺体は、約 300 体以上提供されていると推定してい
る 12)。 
 大学自らその提供数を公表しているところもある。高麗大学医学部は、2017
年 4 月から 2018 年 4 月までに教育用に遺体提供を受けた数は 58 体であったこ
とを明らかした。また、1982 年から 2018 年 4 月現在、1,204 体、生前登録数は、
6,925 名であったという 13, 14)。 
 解剖学実習において、学生 3～4名当たり、遺体 1体が望ましいとされている。
韓国では、1980 年代以前は、遺体 1体を学生 4〜8 名が実習をしていたが、次第
に提供される遺体不足により 1990 年代には、学生 10 名以上が実習をしていた
15)。2015 年現在では、遺体 1体を学生約 6名が実習しているとみられている 16)。 
 医科大学においては、解剖用の十分な死体を確保できておらず、地方にある
大学の場合には、映像での教育で実施するところもある。また、解剖研究が不
可欠な開業医らは、解剖実習を行うために、東南アジアや中国等へ遠征実習に
向かうこともしばしばある。 
 
 個別の遺体を用いた外科研修の事例としては、以下の例がある 17)。 
■ 事例 1：大韓脊椎外科学会の解剖研修 

・ 日時：2018 年 4 月 14 日（土）08：00〜18：00 

・ 対象：脊椎外科専任医または脊椎外科手術を開始し 3年以内の医師 

・ 実施人数：24名（先着順）、テーブル人数 4名 
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・ 費用：講義およびカダバー実習で 80 万ウォン（約 8万円） 

・ カダバーワークショップ（頚椎研究会/腰椎研究会）プログラム 

08：05〜08：10 頚椎研究会概要説明 

08：20〜08：50 講義およびディスカッション 

09：10〜12：10 実習 

12：10〜12：30 質疑応答 

13：30〜13：35 腰椎研究会概要説明 

13：35〜14：15 講義およびディスカッション 

14：35〜17：50 実習 

17：50〜18：00 総評および質疑応答 

 
■ 事例 2：整形外科・関節鏡研究会の解剖研修 18) 

・ 日時：2018 年 7 月 14 日（土）07：00〜18：00 

・ 対象：整形外科医他 

・ 実施人数：最大 32名 

・ 費用：膝の講義およびカダバー実習 

   2 名 1 班の場合は、100 万ウォン（約 10万円） 

   1 名の場合は、200 万ウォン（約 20 万円） 

・ カダバーワークショップのプログラム 

07：35〜08：05 講義  

08：05〜10：00 実習 

10：00〜10：30 講義 

10：30〜12：30 実習 

13：30〜14：00 講義 

14：00〜16：00 実習  

16：00〜16：15 講義 

16：15〜17：00 実習 

17：00〜17：30 ディスカッション 

17：30〜18：00 修了式 

 
以上のような国内研修以外にも中国での解剖研修も行われている。中国の解

剖研修は、主に美容整形が中心となっており、中国の北京、上海などで開催さ
れている。 
■ 事例 3：美容整形入門者コース 19） 

・ 日時：2泊 3日コース 

・ 場所：中国上海中医学大学解剖学教室 

・ 対象：美容整形医他 

・ 実施人数：医師入門コース 8名 

・ 解剖部位：顔面全体、胸部、脚等を全身で基本解剖学と実践中心で解剖学の共同で説

明する。 

・ グループ構成：遺体１体に、講師 1名、学生 4名、合計 5名で構成する。 
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・ 費用：150 万ウォン（約 15 万円） 

 
■カトリック大学カダバー専用センター20） 
 ソウルのカトリック大学は、2019 年 2 月 8 日に外科専門医の技術向上のため
に専門のカダバー研究センターを開所した。本センターは、「最小限の侵襲手術」
の普遍化や特定の外科医への手術依存度が高まったことで、外科技術を習得す
る機会が少ないことを改善し、優秀な外科医の排出を目指している。カトリッ
ク大学では、年間約 300 体の遺体提供を受けており、2019 年 2 月現在、約 29，
000 名の提供意思の登録がある。これまでは、医学部学生は、在学期間中に 1～
2回しか解剖実習ができなかったが、本センターの設立によって約 5回の解剖実
習が可能になるとみている。 
 
■代案としてのデジタル・カダバー21) 
 2012 年、高麗大学実用解剖センターでは、韓国では初めてデジタル・カダバ
ーを導入した。デジタル・カダバーは、実習中に損傷されても、修復が容易で
今後、実際の遺体の代案として期待されている。しかしながら、個別患者の身
体の多様性や、体内の変異等が反映できない点、遺体そのものではないため、「死
体解剖法」の適用を受けられないなどの多くの課題を抱えている。 
 
 
考 察 
 韓国では、医療技術の進歩や医学部の増加などで CST に用いる死体が不足傾
向にあったが、臓器移植医療の普及とともに社会的運動に結びついている。わ
れわれの調査結果によれば、根拠法令およびその施行の歴史的経緯は、日本と
ほぼ同じものがあるといえる。また祖先崇拝が宗教的生活文化の中軸を成して
いるという共通点もあるが、韓国はわが国と異なり、祖先崇拝が自然宗教では
なく儒教という体系によって組織化され、社会生活に浸透しているものと考え
られる。その結果、遺体を用いた解剖実習や研究は、わが国以上に抵抗があっ
たが、長い時間をかけて慎重に進められてきたことがうかがえる。 
 先に触れたが、同じ遺体の利用でも、脳死者からの臓器提供は、韓国では官
民挙げたキャンペーンが功を奏して、日本よりもはるかに進んでいる 22）。脳死
臓器提供の進展は、必ずしも遺体の CST 利用とは結びつかないと思われるが、
社会の現代化とともに、韓国でも、「身体髪膚これを父母に受く あえて毀傷せ
ざるは孝の始めなり」との儒教の教えに反して、遺体への侵襲に対する抵抗が
少なくなってきていることはうかがえる。この点はわが国と近い背景があると
思われる。したがって、韓国の今後の動向は、日本の CST 施行にあたって参考
にすべき点がある。 
以上、韓国の CST の現状の調査結果について、わが国との比較という観点か

ら考察を加えた。 
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 表２ 延世大学医科大学死体提供遺言書 （洪 仮訳） 

 

 
死体提供者遺言書 

 
 
 疾病を持つ隣人達の苦痛を減らし、疾病のない健康な未来を私達の子孫に受け継がせる
ために、私は医師を育てる教育機関に私の体を捧げようとしています。 
 
  私は、延世大学医科大学で推進している死体提供運動の趣旨に賛同し、私が亡くなった
後に、私の死体を延世大学医科大学に寄贈することを決心しました。私の体を死体解剖お
よび保存に関する法律に基づき解剖し、保存することを承諾します。私のこの体が我が国
の医学教育と学術研究の礎になり、良い医師養成に一助することを願い、さらに我が国の
医学発展と国民福祉の向上に貢献することを願います。 
 
  本遺言書は、私自らの信念により作成されており、他者によって私の意思が妨げられな
いことを厳粛に明かします。 
 
 
               年    月    日 
 
遺言人                        ○印  
   住民登録番号  
   住所                            
 
                                                          
   
   電話番号                          
 
 
 
 
延世大学 医科大学長 貴下 
 
 
 
                                            
 


